
       

 

 

 

 

 

 

 

今年度の指導の重点 

校 長  工 藤  成 

 新学期が始まってひと月。日差しを浴びながら、校庭を元気に走り回っている子供たちの姿がま
ぶしく感じられます。 

さて、保護者会でも触れましたが、今年度は以下の項目を重点に指導の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開校 69 年目を迎えました。南三小の良き伝統と校風を継承しつつ、変化の激しい社会の状況に
適切に対応しながら、「知・徳・体」のバランスのとれた児童の育成に努めてまいります。どうぞ
よろしくお願いいたします。 

教 育 目 標     
よ く 考 え る 子 ど も   
心も体もたくましい子ども 
仲良く助けあう子ども  

５月号 
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ＵＲＬ https://www11.schoolweb.ne.jp/swas/index.php?id=1310182   校 長  工 藤  成  

 

南 三 南
三 

 南南  三三  小小 

１．確かな学力を育むために 

（１）各教科の特性に応じたノート指導を系統的に行い、思考を深める活動を通
して学習内容の定着を図る。（年間、国語・社会・理科 2冊、算数 4冊使用。） 

（２）Chromebook 等 ICT 機器を日常的に活用し、個別最適な学びと協働的な
学びの一体的な充実を図る。 

（３）読書貯金や家庭読書の啓発等、年 3回の読書週間の取組や日常の読書活動
の充実を通して、本好き・読書好きな児童を育てる。 

（４）特別支援教育の視点を取り入れた授業改善を推進し、一人一人に分かる喜
びやできる楽しさを味わわせる。 

２．自他を大切にし、いじめに向かわない児童を育てるために 

（１）生命尊重・人権教育の充実を図ると同時に、いじめ防止基本方針に基づき、
いじめの未然防止・早期発見・早期解決を組織的に取り組む。 

（２）家庭や関係諸機関と連携し、情報モラル教育を推進し、ＳＮＳルールの徹
底を図る。 

３．一人一人が輝く人間関係の構築を図るために 

（１）挨拶運動を通して他者を認め、互いに尊重し合える温かな人間関係を築く
児童を育てる。 

（２）一人一人を認め励ます称賛の場を意図的に設け、達成感・充実感を味わわ
せ自尊感情を高める。 

４．体育授業や行事等を通して、運動好きな子どもを育てるために 

（１）「わかる・できる・楽しい」体育科授業を実践し、技能や体力の向上を図
ると共に、運動の楽しさや心地よさを実感させる。 

（２）一校一取組や２０２０レガシー、連合体育大会への取組を通して、運動・
スポーツへの興味・関心を高める。 

５．健康で安全に生活する力を育むために 

（１）給食を「生きた教材」として活用し、栄養士との連携による食育を通して、
健康な体づくりの基礎を培う。 

（２）家庭・地域、関係諸機関と連携しながら、繰り返し行う安全指導により危
険予測・回避能力を磨き、自他を守る安全意識を高める。 

https://www11.schoolweb.ne.jp/swas/index.php?id=1310182

